
平成２０年度 鈴鹿市立庄野小学校プロフィール 

記 述 項 目 記   述   内   容 

１ 目指す学校像 

ἶ  ֻ Ⱳ  ἧ  
・ 学び合い、自分の思いを表現できる子を育てる学校 

・ 人との関わりを通して、思いやりのもてる子を育てる学校 

・ 心と体を大切にする、心身ともにたくましい子を育てる学校 

６ 学校経営の基本 

方針について 

（１） 授業の充実に取り組み、授業形態を工夫して、学習の基礎基本を定着させ

る。 

（２） 校内研修を深め、個性と多様性を尊重し、指導力の向上を目指す。 

（３） 児童の理解と実態把握に努め、保護者と連携を取りながら、いじめや不登

校をなくす。 

（４） 地域の豊かな資源や人材を生かし、豊かな心を育てる。 

（５） 開かれた安全な学校を地域と共に創り上げる。 

 
２ 「価値」を提供する相手方に

ついて 

① 相手方の区分 

児童 保護者 中学校  地域 

② 現在の要求・期待 

・いじめのない学校 

・授業が分かる教室 

・友だちがいる教室 

・話を聞いてほしい 

・いじめのない学校 

・規範意識の徹底 

・朝の読書の継続 

・パソコンや英語教

育を取り入れてほ

しい。 

・相談しやすい学校 

・登下校時の安全確

保 

・不登校の子の把

握・連携 

・小中の学習面の

連携 

・人権教育の連携 

・ヘルメット運動

挨拶運動・生徒

指導面で連携 

 

・安全パトロール

を地域にまかせ

放しにせず、保

護者や教職員が

積極的に協力し

てほしい。 

③ 要求・期待の将来 

変化 

・どの子にも居場所

のある学級・学校 

・学び合いができる

学級・学校 

・６年間安心して通

える学校 

・基礎学力の定着 

・安全安心な学校 

・小中の教科での連

携 

・生活指導の連携 

・人権教育の連携 

・将来地域を支えて

くれる子どもの育

成 

・地域の伝統文化を

継承してほしい 

３ 学校を取り巻く環境

変化について 

庄野宿、庄野獅子舞、秋祭りの伝統文化や鈴鹿川、庄野ほたるの里、コスモス畑な

どの自然環境が豊かで学校教育の学びの場となっている。一方、新しい団地が次々

に開発され転校生が徐々に増えてきて、保護者の価値観が多様化してきている。 

 

４ 教職員の人材育成 

について 

国語を中心に据え道徳と連携した研修を深め、学び合いの手法を心の教育に取り入

れ、学級づくりに生かしたい。全員公開授業を年３回（11 月に自主公開） 

一役一人の校務分掌に責任をもち、新しい発想で立案計画する。 

 

５ パートナーについて 

①要なパートナー 

保護者 地域住民 中学校区の幼小

中 

近隣大学・高校 

②パートナーとの 

関係の将来変化 

ボランティアから 

学習参加型へ 

学習ボランティア、

安全安心地域ボラン

ティアで協力 

生指連協・人権研修 

不登校支援 

教科の連携 

講演､公開講座に参

加、学生アシスタン

ト協力 

① ７ その他情報 児童

生徒数教職員数 

① ３３４名 

② ３１名（校長 教頭 教諭１５ 期付講師１  養護教諭１  期付事務１ 

労務員４ 介助員２ 

校医３(内科・歯科・薬剤師)  眼科医１ 耳鼻科１ 

 


